


   
表の適用を受ける職員 

・「本省課室長相当職」：一般職給与法の行政職俸給表㈠７級から 10 級相当職の職員 

・「地方機関課長・本省課長補佐相当職」：一般職給与法の行政職俸給表㈠５級及び６級相当職の職員 

・「係長相当職」：一般職給与法の行政職俸給表㈠３級及び４級相当職の職員 

・一般職給与法の指定職俸給表や行政職俸給表㈠以外の俸給表の適用を受ける職員については、「国家公務員等の旅費に関す

る法律の運用方針について」（昭和 27 年蔵計第 922 号大蔵省主計局長通牒）別表第１及び第２等に基づき、一般職給与法

の行政職俸給表㈠の各級に相当する級・号俸により、各役職段階に区分 

 

＊ 勤続年数は、国の機関における採用年度（他省庁で採用され内閣官房に出向している職員については、当該他省庁で採用

された年度）を勤続年数１年目とし、情報公表の対象となる年度までの年度単位で算出している。 


